令和２年度次世代人材プログラミングキャンプ実施業務委託　仕様書
１　業務の名称

　　令和２年度次世代人材プログラミングキャンプ実施業務
２　業務の目的

　　今年度から小学校でプログラミング教育が必修化された一方、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、生活様式の大きな変化に直面する中で、オンライン化・デジタル化の流れが急速に生まれている。

こうした時代において、本県の未来を支える小中高校生（次世代人材）の育成を目的に、令和元年度から県主催のプログラミング作品のコンテスト（以下「コンテスト」という。）を開催している。

　　今回、コンテストで優秀な成績を修めた者を対象に、プログラミングの指導と県内企業の技術者との接点づくりを内容とするオンラインキャンプ（以下「キャンプ」という。）を実施することで、更なる自己研鑽のきっかけと、県内企業を知る機会を提供する。

３　履行期間

　　契約締結日から令和３年３月31日（水）まで

４　業務の内容
（１）企画

	項目
	内容

	参加者
	〇令和元年度及び２年度のコンテストの選考を通過した子供たちを対象に、希望者を募って約30名を想定。（対象者については、県と協議の上決定）
〇応募時には、キャンプの内容を学ぶために必要なスキル、環境などの条件を明示すること。

	開催
時期
	〇令和２年度のコンテストの最終審査会（10月18日実施予定）で、キャンプの実施を告知し、対象者への募集を開始すること。
〇令和３年１月から２月までの期間に実施すること。
〇講師と参加者が同時に参加する研修は２日程度する。（連続２日か、間に期間を設けるかは限定しない）

	内容
	〇キャンプでは、プログラミングスキルの習得、講師・メンターとの意見交換、参加者同士のコミュニティ形成等ができるような魅力的な内容とすること。
〇キャリア教育に資するような、参加者と県内企業等の接点づくりを行うこと。（企業等の選定については、県と協議の上決定）
〇県の次世代人材育成に繋がるプログラミング開発に関するコースを３コース以上用意すること。（コース例：ＡＩ、ブロックチェーン、アプリ、ゲーム、デジタルアート、web　等）
〇最終日には、メンバー間での成果発表の機会を設けることが望ましい。


（２）準備
	項目
	内容

	講師などの手配
	○参加者にプログラミングの魅力を伝えることができる講師を選定し、手配すること。
〇各コースには講師と、必要に応じてメンターを配置し、受講者の学びに寄り添って説明できるようにすること。

	オンライン環境の構築
	〇30名程度の参加者と講師、事務局などがオンライン参加できる環境を構築すること。


（３）募集・管理
	項目
	内容

	参加者募集
	〇本事業の参加者を募集するため周知を行うこと。(対象者に関する情報は、県から提供)


（４）実施
	項目
	内容

	応募者対応参加者管理
	〇応募に関する問い合わせに対応すること。
〇応募者が、各コースの参加条件に合っているかを確認し、受け付け　

ること。

	実施
	〇キャンプの運営をおこなうこと。
〇当日の状況を写真撮影・動画撮影すること。


（５）実績報告の作成

	項目
	内容

	参加者アンケートの実施
	〇参加者に、満足度や習得できたスキル、改善点などについてアンケートをとって、集計すること。
〇アンケートの内容については事前に県と相談すること。

	参加者証の発行
	〇参加者には、参加証を発行して、データで渡すこと。

	オンライン環境の維持
	〇自習期間中に利用したオンラインでのコミュニケーション環境については、令和２年度末まで環境を維持し、キャンプ終了後も参加者同士などがコミュニケーションをとれるようにすること

	開催レポートの作成
	〇研修の様子をまとめた開催レポートを作成すること。
○開催レポートは、県の「ふじのくにＩＣＴ人材育成事業ウェブサイト」に掲載する可能性があるため、写真を使用する場合は肖像権や個人情報に配慮（事前に承認を得る等）すること。

	実績報告書の作成
	○事業終了後、本事業全体の実施状況がわかる実施報告書を作成する
こと。
○アンケート結果を集計、提出すること。


